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柏
歴
史
ク
ラ
ブ
代
表　

上
山
和
雄
編
著

『
柏
に
あ
っ
た
陸
軍
飛
行
場
―
「
秋
水
」
と
軍
関
連
施
設
』

神
山
知
徳

　
　
　

一
、
は
じ
め
に

　

今
回
小
稿
で
紹
介
す
る
本
書
が
刊
行
さ
れ
た
平
成
二
十
七
年

（
二
〇
一
五
）
は
戦
後
七
〇
周
年
に
あ
た
る
こ
と
も
あ
り
、
新
聞
や
テ
レ

ビ
な
ど
多
く
の
マ
ス
コ
ミ
で
多
く
の
特
集
記
事
が
組
ま
れ
て
き
た
。
各
地

の
博
物
館
で
も
戦
争
関
連
の
企
画
展
示
・
特
別
展
示
が
行
わ
れ
た
。
そ
れ

は
出
版
界
で
も
同
様
で
、特
に
初
の
本
格
的
戦
争
辞
典
と
し
て『
ア
ジ
ア
・

太
平
洋
戦
争
辞
典
』（
吉
川
弘
文
館
）
が
刊
行
さ
れ
、
シ
リ
ー
ズ
『
地
域

の
な
か
の
軍
隊
』（
全
八
巻
、
同
前
）
が
完
結
し
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
節
目
の
大
き
な
動
き
と
は
別
に
、
全
国
各
地
で
官
民
問
わ
ず

地
道
な
調
査
・
研
究
活
動
が
進
め
ら
れ
て
き
た
。本
書
の
刊
行
母
体
に
な
っ

〔
書
評
〕
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た
柏
歴
史
ク
ラ
ブ
（
二
〇
〇
九
年
設
立
）
も
ま
た
、「
手
賀
沼
流
域
と
そ

の
周
辺
の
歴
史
と
環
境
の
研
究
を
行
い
、
も
っ
て
そ
の
地
域
の
貴
重
な
文

化
と
自
然
の
遺
産
を
後
世
に
伝
え
て
い
く
こ
と
」
を
目
的
と
し
て
、
市
民

や
研
究
者
が
中
心
と
な
っ
て
見
学
会
や
研
究
会
を
開
催
し
、
会
報
を
発
行

し
て
い
る
。
な
お
そ
の
代
表
に
は
、
國
學
院
大
學
文
学
部
上
山
和
雄
が
就

任
し
て
い
る
（
以
下
敬
称
略
）。

　

と
こ
ろ
で
本
会
は
、
つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
が
開
通
し
急
速
に
開
発
が

進
む
千
葉
県
柏
市
北
部
で
、
異
様
な
人
工
物
を
一
つ
一
つ
発
見
し
、
飽
く

な
き
探
究
心
と
行
動
力
に
よ
っ
て
、
本
書
の
標
題
に
も
あ
る
柏
飛
行
場
と

ロ
ケ
ッ
ト
戦
闘
機「
秋
水
」に
関
わ
る
新
し
い
事
実
を
明
ら
か
に
し
て
い
っ

た
。
さ
ら
に
平
成
二
十
一
年
ま
で
消
防
署
の
分
署
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い

た
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
の
建
物
が
、
馬
の
飼
料
を
保
管
す
る
「
馬
糧
庫
」
で

は
な
く
、
高
射
砲
連
隊
演
習
施
設
の
一
つ
（
照
空
予
習
室
及
測
遠
器
訓
練

所
）
で
あ
っ
た
と
し
、
解
体
間
近
で
あ
っ
た
そ
の
建
物
の
保
存
運
動
を
進

め
る
に
至
っ
た
。

　

軍
関
連
施
設
の
事
実
解
明
と
保
存
運
動
を
記
録
し
た
同
様
の
文
献
と
し

て
は
、
近
年
で
は
山
田
朗
・
明
治
大
学
平
和
教
育
登
戸
研
究
所
資
料
館
編

『
陸
軍
登
戸
研
究
所
〈
秘
密
戦
〉
の
世
界-

風
船
爆
弾
・
生
物
兵
器
・
偽
札

を
探
る
』（
明
治
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
二
年
）
が
あ
る
。
本
書
と
の
違

い
を
端
的
に
い
え
ば
、
そ
れ
は
出
版
の
母
体
が
、
予
算
の
裏
付
け
の
な
い

市
民
団
体
か
大
学
の
研
究
機
関
か
に
あ
る
。

　
　
　

二
、
本
書
の
構
成
と
内
容

　
　

は
じ
め
に

　
　

第
一
章　

飛
行
場
開
設
前
の
柏
と
田
中

　
　

第
二
章　

帝
都
防
衛
と
柏
飛
行
場

　
　

第
三
章　
「
秋
水
」
と
柏
飛
行
場

　
　

第
四
章　

市
域
と
周
辺
の
軍
関
連
施
設

　
　

第
五
章　

人
々
の
語
る
戦
争
と
柏

　
　

第
六
章　

そ
の
後
の
柏
飛
行
場

　
　

柏
歴
史
ク
ラ
ブ
の
活
動
記
録

　

本
書
は
、
以
上
の
六
章
立
て
の
構
成
に
な
っ
て
お
り
、
総
説
的
な
第
一

章
・
第
二
章
・
第
六
章
は
、
上
山
和
雄
・
栗
田
尚
弥
・
櫻
井
良
樹
ら
主
に

大
学
に
籍
を
置
く
研
究
者
が
執
筆
し
て
い
る
。
第
一
章
で
は
近
世
～
昭
和

戦
前
期
の
市
域
に
つ
い
て
歴
史
的
背
景
を
叙
述
し
て
い
る
。

　

第
二
章
で
は
「
戦
局
の
推
移
と
柏
飛
行
場
」「
柏
飛
行
場
の
整
備
」
の

二
節
を
設
け
て
い
る
。
第
一
回
関
東
防
空
大
演
習
（
昭
和
八
年
）
以
降
民

間
を
含
め
た
防
空
体
制
の
確
立
が
強
く
認
識
さ
れ
、
特
に
埼
玉
・
千
葉
・

神
奈
川
な
ど
「
帝
都
」
圈
に
お
い
て
、
軍
防
空
の
充
実
が
図
ら
れ
た
と
す
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る
。
そ
の
た
め
に
迎
撃
用
戦
闘
機
に
よ
る
「
帝
都
防
空
」
の
主
役
と
し
て
、

広
大
な
武
蔵
野
台
地
が
広
が
る
埼
玉
と
千
葉
県
に
、
幾
つ
も
の
陸
軍
飛
行

場
が
建
設
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
柏
市
域
周
辺
は
、
昭
和
二
十
年
の
敗

戦
ま
で
に
、
柏
飛
行
場
（
現
柏
市
）・
松
戸
飛
行
場
（
現
松
戸
市
・
鎌
ケ

谷
市
）・
藤
ヶ
谷
飛
行
場
（
現
柏
市
・
鎌
ケ
谷
市
）
を
抱
え
る
よ
う
に
な
っ

た
。
特
に
昭
和
十
七
年
四
月
十
八
日
の
ド
ゥ
ー
リ
ッ
ト
ル
空
襲
は
大
本
営

陸
軍
部
に
大
き
な
影
響
を
与
え
、
高
射
機
関
砲
や
対
航
空
機
レ
ー
ダ
ー
な

ど
が
整
備
さ
れ
た
。
ま
た
東
京
周
辺
に
展
開
し
て
い
た
飛
行
機
部
隊
に
つ

い
て
は
、
機
種
変
更
が
急
が
れ
た
。

　

ま
た
柏
飛
行
場
は
昭
和
十
二
年
の
開
設
以
来
、
整
備
と
拡
張
が
繰
り
返

さ
れ
、
終
戦
時
に
は
当
初
の
一
・
八
倍
に
相
当
す
る
約
二
六
四
㏊
ま
で
拡

大
さ
れ
て
い
る
。
日
本
で
最
初
に
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
に
よ
る
基
地
整
備
の
研

究
試
験
場
と
し
て
選
ば
れ
た
の
も
柏
飛
行
場
で
あ
っ
た
。

　

本
書
の
中
核
を
な
す
第
三
章
は
、「
有
人
ロ
ケ
ッ
ト
「
秋
水
」
の
開
発
」

「「
呂
號
燃
料
」
と
柏
」「「
秋
水
」
燃
料
貯
蔵
庫
の
発
見
」「「
秋
水
」
と
学

徒
出
身
パ
イ
ロ
ッ
ト
」
の
四
節
か
ら
な
る
。
そ
の
執
筆
は
「
秋
水
会
」
と

い
う
海
軍
三
一
二
航
空
隊
（
通
称
「
秋
水
隊
」）
で
訓
練
を
積
ん
だ
テ
ス

ト
パ
イ
ロ
ッ
ト
が
集
う
民
間
団
体
で
事
務
局
員
を
つ
と
め
る
柴
田
一
哉

が
、
そ
の
豊
富
な
知
識
を
遺
憾
な
く
発
揮
し
、
叙
述
し
て
い
る
。

　

そ
の
内
容
は
か
な
り
専
門
的
で
、
門
外
漢
、
特
に
評
者
の
よ
う
な
文
科

系
の
者
に
と
っ
て
は
容
易
に
理
解
し
が
た
い
。
特
に
初
の
液
体
ロ
ケ
ッ
ト

エ
ン
ジ
ン
と
な
る
「
特
呂
二
号
」
の
燃
料
で
あ
る
「
呂
號
燃
料
」
の
開
発

計
画
（
本
書
九
〇
～
九
四
頁
）
に
つ
い
て
は
、
朧
気
な
が
ら
イ
メ
ー
ジ
す

る
の
に
止
ま
っ
た
。
と
て
も
詳
細
を
理
解
し
た
と
は
言
い
が
た
い
。
す
る

と
な
る
ほ
ど
、
秋
水
実
験
部
隊
を
編
成
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
学
生
出
身

の
パ
イ
ロ
ッ
ト
が
着
任
し
て
お
り
、
海
軍
に
は
操
縦
技
術
も
さ
る
こ
と
な

が
ら
、
ロ
ケ
ッ
ト
と
い
う
最
先
端
技
術
を
理
解
で
き
る
教
養
を
持
っ
た
人

員
を
配
置
す
る
意
図
が
あ
っ
た
（
同
一
一
三
頁
）
と
い
う
の
も
肯
け
る
話

で
あ
る
。

　

続
い
て
第
四
章
は
「
高
射
砲
連
隊
と
現
存
す
る
建
物
」、「
第
四
航
空
教

育
隊
」、「
松
戸
飛
行
場
と
藤
ヶ
谷
飛
行
場
」、「
柏
憲
兵
分
遣
隊
」、「
柏
陸

軍
病
院
」、「
柏
忠
霊
塔
」、「
気
象
技
術
官
養
成
所
」、「
日
立
製
作
所
と
東

京
機
器
工
業
柏
工
場
」、「
兵
舎
に
利
用
さ
れ
た
学
校
施
設
」、「
飛
行
場
建

設
用
軽
便
鉄
道
」
の
一
〇
節
か
ら
な
る
。
こ
れ
ら
の
執
筆
陣
は
柏
歴
史
ク

ラ
ブ
事
務
局
長
で
フ
リ
ー
ラ
イ
タ
ー
の
浦
久
淳
子
、
第
一
章
・
第
二
章
同

様
に
研
究
者
の
立
場
か
ら
、
上
山
・
栗
田
・
櫻
井
と
吉
田
律
人
か
ら
な
る
。

　

第
五
章
は
市
民
か
ら
の
聞
き
取
り
（
九
名
分
）
を
載
せ
て
い
る
。
そ
の

内
容
は
「
飛
行
場
建
設
に
従
事
」（
昭
和
二
十
年
四
月
時
二
十
六
歳
）、「
柏

分
廠
に
動
員
さ
れ
た
中
学
生
」（
同
十
五
歳
）、「
第
四
航
空
教
育
隊
の
思

い
出
」（
同
二
十
一
歳
）、「
あ
る
日
の
陸
軍
気
象
部
柏
気
象
観
測
所
」（
同
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二
十
一
歳
）、「
米
軍
機
に
狙
わ
れ
た
飛
行
場
」（
同
二
十
一
歳
、
十
八
歳
、

十
四
歳
、
十
三
歳
）、「
小
学
生
の
見
た
戦
争
と
柏
飛
行
場
」（
同
十
歳
）、

「
日
立
柏
工
場
に
動
員
さ
れ
た
銚
子
商
業
学
校
の
生
徒
た
ち
」（
同
十
三
歳

四
名
、
同
十
五
歳
六
名
）
の
七
節
か
ら
な
る
。

　

こ
こ
で
最
も
興
味
を
惹
か
れ
た
の
は
、
銚
子
商
業
学
校
の
生
徒
が
日
立

柏
工
場
に
動
員
さ
れ
た
時
の
事
例
で
あ
っ
た
。
各
学
校
か
ら
教
師
が
派
遣

さ
れ
て
い
た
が
、
た
っ
た
三
人
だ
っ
た
の
で
統
制
の
し
よ
う
が
な
く
、
生

徒
の
要
求
を
受
け
入
れ
る
ば
か
り
で
あ
っ
た
と
い
う
。
喫
煙
や
飲
酒
も
暗

に
認
め
て
お
り
、食
事
改
善
の
ス
ト
ラ
イ
キ
す
ら
起
こ
す
こ
と
も
あ
っ
た
。

そ
の
時
は
た
ま
た
ま
憲
兵
が
不
在
で
、
工
場
で
は
こ
の
事
実
を
も
み
消
そ

う
と
し
た
と
い
う
。
さ
ら
に
昭
和
二
十
年
に
な
る
と
藷
ば
か
り
に
な
り
、

物
品
倉
庫
か
ら
食
糧
や
酒
類
、
タ
バ
コ
な
ど
を
持
ち
出
す
生
徒
も
い
て
、

処
分
さ
れ
た
。
ま
た
差
し
入
れ
ら
れ
た
食
糧
を
野
外
で
秘
か
に
調
理
し
て

い
た
た
め
に
、
一
度
火
災
に
な
り
大
騒
動
と
な
っ
た
。
周
辺
の
畑
か
ら
作

物
を
取
っ
て
く
る
こ
と
も
し
ば
し
ば
で
、
罪
悪
感
は
な
か
っ
た
（
同

一
八
九
～
一
九
〇
頁
）。

　

こ
の
よ
う
に
銃
後
体
制
は
末
期
に
な
る
と
ほ
ぼ
崩
壊
し
た
状
態
に
な

り
、
戦
意
は
か
な
り
弛
緩
し
て
い
た
と
み
て
よ
い
。
日
々
の
生
活
の
防
衛

と
維
持
に
余
裕
が
な
く
な
り
、
戦
争
の
苛
烈
化
は
人
々
の
生
活
へ
の
関
心

を
高
め
た
。
日
中
戦
争
以
降
の
銃
後
社
会
を
支
え
た
高
い
戦
意
は
、
徐
々

に
失
わ
れ
つ
つ
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
銃
後
社
会
の
実
態
が
、
こ
の
聞
き
取

り
に
如
実
に
現
れ
て
い
る
。

　

最
後
に
第
六
章
は
「
敗
戦
と
米
軍
の
進
駐
」「
飛
行
場
の
開
拓
」「
ト
ム

リ
ン
ソ
ン
基
地
か
ら
〝
柏
の
葉
〟
へ
」
の
三
節
か
ら
な
る
。
各
標
題
が
示

す
よ
う
に
、
本
土
決
戦
が
現
実
問
題
と
意
識
さ
れ
始
め
、
帝
都
防
衛
の
最

前
線
と
し
て
柏
飛
行
場
に
多
く
の
人
夫
が
動
員
さ
れ
た
。
そ
し
て
敗
戦
を

迎
え
、
米
軍
が
柏
飛
行
場
に
進
駐
し
た
。
そ
の
後
不
用
な
部
分
が
返
還
さ

れ
て
大
蔵
省
の
管
轄
す
る
国
有
地
に
な
り
、
そ
の
中
で
開
拓
可
能
な
土
地

が
農
林
省
に
所
管
替
え
に
な
っ
た
。
そ
し
て
開
拓
者
に
払
い
下
げ
ら
れ
て

い
っ
た
。
軍
用
地
に
入
植
し
た
人
々
は
廃
材
の
払
い
下
げ
を
受
け
、
狭
い

あ
ば
ら
家
で
身
を
寄
せ
合
っ
て
暮
ら
し
た
。
そ
し
て
昭
和
二
十
五
年
六
月

に
朝
鮮
戦
争
が
勃
発
す
る
と
、
日
米
行
政
協
定
に
よ
っ
て
米
軍
へ
の
提
供

施
設
に
転
換
さ
れ
、
通
信
施
設
が
建
設
さ
れ
、
開
拓
地
に
ア
ン
テ
ナ
ポ
ー

ル
が
林
立
し
た
。
朝
鮮
戦
争
終
了
後
も
米
軍
の
重
要
な
通
信
施
設
と
し
て

使
用
さ
れ
た
（
キ
ャ
ン
プ
・
ト
ム
リ
ン
ソ
ン
）。
そ
し
て
昭
和
五
十
四
年

に
返
還
が
通
知
さ
れ
、
昭
和
六
十
年
に
「
柏
の
葉
」
と
命
名
さ
れ
て
現
在

に
至
る
。
こ
の
地
域
は
今
で
は
計
画
的
な
開
発
に
よ
っ
て
、
整
然
と
し
た

区
画
と
緑
豊
か
な
新
し
い
柏
を
代
表
す
る
地
域
に
な
っ
た
。
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三
、
本
書
の
特
徴

　

本
書
は
、
研
究
者
で
は
な
く
市
民
が
、
そ
の
過
半
を
占
め
る
一
二
〇
頁

超
を
執
筆
し
て
い
る
と
い
う
点
が
特
徴
的
で
あ
る
。
そ
の
た
め
特
に
第
四

章
は
、
市
民
向
け
に
書
か
れ
た
地
域
の
歴
史
の
掘
り
起
こ
し
、
歴
史
ガ
イ

ド
的
な
側
面
が
強
い
。さ
ら
に
第
五
章
で
は
、市
井
の
人
々
の
当
時
の「
記

憶
」（
口
述
資
料
）
を
記
録
と
し
て
残
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
本
書
は
、

口
述
資
料
や
歴
史
的
景
観
も
含
め
た
、
い
わ
ば
「
市
民
の
手
に
よ
る
歴
史

資
料
」
の
保
存
・
継
承
運
動
の
貴
重
な
成
果
と
い
え
る
。

　
　
　

四
、
お
わ
り
に

　

巻
末
の
「
柏
歴
史
ク
ラ
ブ
の
活
動
記
録
」
を
見
る
と
、
そ
の
活
動
の
多

く
が
戦
跡
調
査
と
保
存
の
た
め
の
教
育
・
普
及
・
広
報
活
動
で
占
め
ら
れ

て
い
る
。
特
に
廃
棄
さ
れ
そ
う
に
な
っ
た
歩
哨
所
に
つ
い
て
は
募
金
を
呼

び
か
け
、
児
童
公
園
に
移
設
・
保
存
し
た
。
こ
の
よ
う
な
事
例
な
ど
は
、

地
道
で
は
あ
る
が
、
保
存
活
動
の
具
体
的
な
成
果
と
し
て
み
る
べ
き
も
の

が
あ
る
。
今
後
も
本
会
の
精
力
的
な
活
動
に
注
目
し
て
い
き
た
い
。

（
Ａ
５
判
、
二
一
八
頁
、
芙
蓉
書
房
出
版
、
二
〇
一
五
年
五
月
刊
、
定
価

二
五
〇
〇
円
＋
税
）


